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熱帯域の送粉研究はこれまで主に新勲帯で行われてきたが、近年東南アジア熱帯でも研究が始められ、ハリナシ

パチがもっとも広範な植物の送粉に寄与する送粉者であることカ唱月らかになってきた。ハリナシパチは永続社針生

のハナパチで、だ径木のうろなどに定住性のコロニーを構築し、コロニー内への資源の貯蓄と開還の増減こ応じ

た餌探樹首動の調節によって開花量の増減に関わらずコロニーを維持し、送粉に貢献していると言われる。

近年、森林伐採や非倒揃守脆畑などによって熱帯雨林の人為的撹乱が急速に進んでいる。この結果森桝蕃造の劣

化がおこるだけでなく、送粉者群集も減少・変イヒすることが予測されるカミそのメカニズムは明らかになっていな

い。人為的撹乱による遷移後期出現麓・大径木の減&が、ハリナシパチにとっての資源量を減少させると予想され

る点本研究では、1)人為附鯨Lは開花頻度の高いパイオニア樹木の増加を促し、非一斉開花時の餌資源量をむ

しろ増加させ、ハリナシパチの個体群も増加させる、 2)人為撹乱により営巣揚所資源である大径木の密度が減少

し、ハリナシパチのコロニー密度柿紗する、というこつの仮説を立て、その様正を行った。

2側年11月から 2∞l年10月までの1年間、マレーシア・サラワク州パラム111上B械の伐採林区において、原

生休択伐施業直後の森林施新麦5年、 10年の森休'脆畑後20一日年の休閑林をふくむ地域で調査区を設置し、

胸高直径l伽以上の個体密度、樹種、開Eフェノロジーを調査した。さらに開花個体密度の臨時期(一斉開聞)

とそうでない時期(非一斉開棺羽)の2固に林内に設置したベイトトラッフ凡でハリナシパチの餌探索ワーカーを採

集し、また調査区内のコロニー密度も調べた。

胸高直径 l伐コn以上の個体密度は択伐によって半分に減少したが、 5年後、 10年後の森林ではパイオニア種の侵

入により回復した。しかし遷移後期出現麓の密度と胸高直径日回以上の大径木の密度は5年後、 10年後の森林で

も原生林の半剣品下にとどまった。焼畑休関林でも胸高直径l伽以上の個体密度は原生林と変わらなかったが、遷

移御調出現撞の密度は原生林の半分程度、胸高直径日回以上の大径木の密度は原生林の1割ほどしかなかった。遷

移後期出現麓の開花個体密度は非背開聞には個体密度と相関しなかったが一斉開閉には正に相関した。

ベイトトラップでは合苛 15種 14日O匹のハリナシパチ倒糠索ワーカーを採集した。ワーカー数は全木開花個体

密度と相関しなかったが、遷移後期出現種の開花個体密度とは非一斉開湖、一斉開才聞ともに正に相関した。し

かしそれぞれの種ごとに解析すると、非一斉開聞には全木開花個体密度やパイオニア種開花個体密度と正に相関

している種もあった。植生率時期ごとの個体数を変数とする主成分分析からも、原生林で多い種、人為的撹乱を受け

た森林で多い種という種間差が示された。

合計10種65コロニーを見つけた。植生間・種間で営巣木の太さに差はなく、5c回以上の大径木にのみ営巣し、

太いサイズクラスほど営巣率が高かった。コロニーの密度は営巣木の密度と正に相関した。また種聞によってフタ

パガキ科樹木や、枯矧ミに対する依存度に違いが見られた。

ハリナシパチのワーカーは遷移後期種のみならずパイオニア種にも訪花することカ測られている。しかし餌探索

ワーカー数は全種合計の開花個体密度と相関せず、遷移後期出現麓の開花個体密度と正の相関をもったことから、

餌探索ワーカーは遷移後期出現麓の花に強く依存し、パイオニア樹木の貢献度は高くないことが京凌された。おそ

らく遷移後期出現麓のほうカ普計原としての質・量に優れているためと考えられる。非一斉開棺明には開花量と相関

しなかったハリナシパチの種も少なくなかったが、これは開花密度の献す量カ苦しく少なかったためであろう。し

たがって、人為制館Lは遷移街羽出現樹種の密度を低下させることによって餌探索ワーカー数に景簿を与えると考

えられた。しかしこの相関は種によって差があり、主成分分析の結果からもこれが支持されたことから、森林構造

の変化はワーカー数の紺掻の変化だけでなく、種構成も変化させる可能性が考えられる。

またコロニーの密度は大径木の密度と正に相関することから、人為的撹乱によって営巣場所カ澗3限要因となって

いることが示唆された。人為制強Lは大径木の密度を減少させることによってコロニー数を減らすと考えられた。

さらに営巣木に種間差があるのは選好性の差と考えら九人為的撹乱カ轡械の差ももたらすことが万被された。

人為的撹乱によってもたらされる植物への訪花頻度の低下は、繁殖成功を低下させることが知られている。訪花頻

度の低下は植物個体間距離の増加、送粉者個体群の減少によってもたらしうるため、本研究において加変されたメ

カニズムによって送粉者個体群の低下がおこることが植物の繁殖成功の低下、森林の更新の遅れにつながる可能性

もある。
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